
第 14回議会運営委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和４年 11月 16日（水曜）     午後１時 30分  開会 

休 憩 13:34-35 13:38-39   

                     午後２時 09分  閉会 

会議場所  役場３階委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  中村 和宏 委 員 渡辺洋一郎  

副委員長 正村紀美子 委 員 黒田 栄継  

委 員  鈴木 健充 委 員 常通 直人  

委 員  中田智惠子  議 長 早 苗  豊 

欠席委員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出席した  

者の氏名  

総務課長 佐々木快治   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 佐藤 史彦 総務係主査 上田瑞紀 

『会議に付した事件と会議結果など』 

１ 開 会 

・委員長が開会を告げ、事務局から本日の委員会の日程を説明する。 

 

２ 議  件 

（１）調査事項 

ア 令和４年芽室町議会定例会 11月臨時会議の運営について  資料１ 

イ 芽室高校との意見交換会実施要領案について      当日資料２ 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程（予定）について 

（２）その他 

                                        

２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 令和４年芽室町議会定例会１１月臨時会議の運営について  資料１ 

・総務課長：資料1-1説明。口頭により当日追加提案予定事項の審査の申し出及び説

明。 

・正村委員：資料1-2説明。 

・委員長：資料1-1について質疑はないか？ 

・（質疑なし） 

・委員長：町長提案予定事項の当日追加に異議ないか？ 

・（異議なし） 



・委員長：当日追加提案予定事項に質疑はないか？ 

・（質疑なし） 

・委員長：資料1-2について質疑はないか？ 

・正村委員：資料１の「２」～「４」説明。 

・委員長：資料１の「２」～「４」について質疑は？ 

・（質疑なし） 

・委員長：提案通りで決定する。 

 

イ 芽室高校との意見交換会実施要領案について  資料２ 

・常通委員：資料説明（趣旨、目的、テーマ、日程、場所、参加者）。事業終了後の

取組みとして、全議員が情報共有できる場を設けたく意見をいただきたい。 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・正村委員：「芽室高校の魅力化づくり」というテーマは、具体的なイメージが捉え

にくいが、これまでの学校との具体的な協議を伺いたい？ 

・常通委員：芽室高校では、今春定員に満たない状況があり、今後「間口減」が現実

味を帯びることを一つの課題としている。このことは、高校のみならず、町（議

会）としても重大な課題と捉えて臨む事項である。高校では新聞局が生徒に対し、

「高校の魅力化づくり」に向けたアンケート等を行い課題を抽出していることか

ら、この題材を基に意見交換し、議会として拾える意見があるのかないのかを含

めて、お手伝いをしていきたい趣旨である。 

・正村委員：芽室高校は地元の貴重な学校であることは言うまでもないが、道立高校

という性格も認識して、事前に、議会の関わりやスタンスは明確にしておくべき

と考える。 

・常通委員：北海道教育委員会の存在も意識・尊重しながら、町議会としてできるこ

とがあるのか、ないのかを見極めて、お手伝いしていくことを主眼としたい。 

・渡辺委員：定員割を課題としているのは、学校か？生徒か？生徒も課題意識を持

ち、その具現化に向けて、今回の意見交換を通じて、何らかのサポートをするのが

議会の役割と捉えて良いか？ 

・常通委員：教員も生徒も課題を共有しながら、取り組んでいるものであり、お見込

みのとおりである。 

・委員長：事業の事後対応として、実際に参加する議員は限られていることから、全

議員で共有する場面設定に関する意見をいただきたい。 

・正村委員：参加した議員に概要・要旨を整理していただき、それを議会運営委員会

で共有する手順はいかがか？PDMシートに反映すべき内容でもある。 

・黒田委員：意見交換会のテーマを見ると、短時間で解決できるものではなく、一定

の時間を要する。それゆえに、全員で丁寧に取扱う事項と考える。 

・鈴木委員：議会は、生徒との意見交換を踏まえて、学校に対して行動する役割なの

か、町に対して要望などをする役割なのか、理解があいまいな部分が否めない。 

・中田委員：当該事業を通じて、芽室高校の「魅力」を確認できる場になると期待す

る。事業に参加できない議員をはじめ、全議員での情報共有方法は、白樺高校の事



業と同様に動画等の活用や、意見交換会の概要をまとめるなどの方法がベターで

はないか。 

・常通委員：ただいまの意見を基に、当該事業の担当委員として検討していきたい。 

・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：次回の議運で改めて協議する。 

 

３ その他 

（１）次回の委員会開催日程について  

・11月22日（火曜）９時３０分 

 

（２）その他 

 ・委員長：「その他」で各委員からないか？  

・（なし） 

・委員長：議長からないか？ 

 ・（なし） 

  ・委員長：事務局からないか？ 

 ・（なし） 

 

                      以上をもって委員会を閉会する。 

 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 議 員 ０名 合計 ０名 

  

令和４年 11月 16日 

議会運営委員会委員長 中 村 和 宏 

 

議 長 副議長 局 長 係 長 主 査 係 作成者氏名 

 

 

安田 敦史 

      

 


